
(2) 市立学校を取り巻く現状及び課題

ウ 各種教育上の課題

資料４－２

① 不登校児童生徒への支援について

② 特別支援教育について

③ 教職員について

④ 学区の不整合について
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＜柏市＞

• 不登校を理由とした長期欠席者数は増加傾向にあり，令和４年度では，小学校が314人，
中学校が492人となっている。

• 不登校児童生徒が教育の機会を失わないことを目的とした「教育機会確保法」が平成29
年に施行され，不登校により，勉強の機会を失ってしまった児童・生徒に対して学校へ
の登校は強制せずに，それぞれの子どもにあった学習環境を保障するようになったこと，
また，近年は新型コロナウイルスの影響もあり，増加傾向となっている。

【小学校】長期欠席（30日以上）者の推移 【中学校】長期欠席（30日以上）者の推移

出典：柏市教育年報

（１）長期欠席者の現状（実態）

1

不登校児童生徒への支援１

① 長期欠席者の推移 ② 不登校児童生徒出現率

表 柏市の不登校出現率

出典：柏市教育年報・千葉県令和３年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」

※柏市の児童生徒数（令和３年５月１日）

※長期欠席者数（令和４年３月31日）

在籍
児童数

病気
経済的
理由

不登校 その他
長期欠席
総数

うち
不登校
出現率
（％）

柏市 22,015 55 0 233 68 356 1.06

千葉県 302,822 1,236 0 3,583 3,556 8,375 1.18

柏市 10,234 127 0 373 52 552 3.64

千葉県 147,964 1,970 0 6,368 1,388 9,726 4.30

小学校

中学校

R3

区分

• 柏市の不登校児童生徒の出現率は，千葉県全体と比べ低く，小学校が1.06％，中学校が3.64％
となっている。

• 小学校/中学校別に長期欠席者の学年別推移をみると，小学生は３年生や６年生で８年間で3.4倍
～3.5倍の増加，中学生は１年生が1.9倍・３年生が2.4倍の増加となっており，小学生の増加率
のほうが高い。

③ 長期欠席者の学年別推移

不
登
校

⚫ 長期欠席者のうち，特に不登校児童生徒は，年々増加傾向にある。

⚫ 学年別では，小学校のほうが増加率が高く，長期欠席者の低年齢化が進んでいると考えられる。

【小学校】学年別の推移 【中学校】学年別の推移

８年間で

３.５倍

３.４倍

6年生

3年生

１.９倍

８年間で

２.４倍

中3

中1

出典：柏市資料

教育機会確保法
・施行

教育機会確保法
・施行

コロナ コロナ

不
登
校

＜全国＞

• 全国的にも不登校を理由とした長期欠席者数は増加傾向にあり，令和４年度の小・中学
校における不登校児童生徒数は299,048人（全体の3.2％）であり，前年度から22.1％増
加した。不登校児童生徒数は10年連続で増加し，過去最高となった。

• 主な要因は「無気力・不安」が全体の半数程度を占めており，次いで「生活リズムの
乱れ，あそび，非行」「親子の関わり方」「友人関係をめぐる問題」等であった。

出典：文部科学省令和４年度

「児童生徒の問題行動･

不登校等生徒指導上の

諸課題に関する調査結果」

在籍

児童生徒数



④ 長期欠席者の学年追跡
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• 平成23年度小学校入学以降の長期欠席者の学年追跡の状況をみると，小学校・中学校とも
進級するごとに長期欠席者は1.3倍～1.5倍増加している。

• 小６から中１の進学時の増加率をみると，多い年では2.1倍，平均すると1.8倍増加してお
り，「中１ギャップ」が生じていると言える。

• 同様に，小学校入学当初，環境変化に戸惑い集団行動ができない等の「小１プロブレム」
は，新型コロナウイルス感染拡大前に比べて増加傾向にある。

出典：柏市資料

（人）

各学年毎年1.3倍～1.5倍ずつ増加
平均1.8倍増
（1.3～2.1倍）

各学年毎年
平均1.3倍増加

中１ギャップ（※）

中１ギャップ ：児童が，小学校から中学校への進学において，新しい環境での学習や生活へ移行

する段階で，不登校等が増加したりすること

小１プロブレム：小学校入学当初，幼稚園・保育園との環境の違いに戸惑う子どもは少なくなく，

集団行動ができない，学習に集中できない，教員の話が聞けないといった状態

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

小１プロブレムの
発生学校数

１６校 ２０校 ２２校 ２２校

表 小１プロブレムの発生学校数

（※）

⚫ 直近６年間データでみると，中１ギャップが確実に発生している。小中連携や小中一
貫教育は，小・中学校の垣根を超えた柔軟なカリキュラム編成等により環境変化の
軽減も期待できる。

⚫ 小１プロブレムの発生学校数は，コロナ前に比べて増加傾向にある。

① 不登校児童生徒支援事業

• 長期欠席者へ対応するために，不登校児童生徒支援事業を実施し，長期欠席児童生徒の学
ぶ機会の保障，友達と関わる機会などを支援している。

（２）長期欠席者への対応

柏たなか

きぼうの園

柏第六小（豊四季）

増尾西小（増尾台）

大津ヶ丘第二小
（大津ヶ丘）

出典：柏市教育年報・柏市HP

中学校区

小学校区

教育支援センター

学習相談室・教育支援センター

①教育支援センター「きぼうの園」

何らかの要因による不登校状態の児童生徒を対象に自立を促す
とともに、学ぶ機会を保障し、本人の居場所を確保するための
支援を行うことを目的として平成４年度に開設した施設。きぼ
うの園アドバイザー１人、きぼうの園指導員６人、計７人の交
代制により運営。

②各地区の教育支援センター
　（柏たなか、豊四季台、増尾台、
　　大津ケ丘）

田中北小学校(柏たなか)、柏第六小学校（豊四季台）、増尾西
小学校（増尾台）、大津ケ丘第二小学校（大津ケ丘）の学校内
で実施。

③学習相談室

平成13年より学習相談室を設置。柏第六小学校・増尾西小学
校・大津ヶ丘第二小学校の３か所に設置。それぞれの教室で通
室による学習指導及び訪問相談を実施。学習相談室アドバイ
ザー３人、学習相談室指導員20人、スクールソーシャルワー
カー３人、計26人により運営。

④あすなろキャンプ・自然体験教室

不登校児童生徒への支援策として、昭和54年度から「あすなろ
キャンプ」を実施。令和４年度は、筑波山登山を計画（雨天中
止、県立現代産業科学館の見学に変更）36名が参加。
自然体験教室は手賀沼ウォーキングを実施し、18名が参加。集
団生活を体験させることにより、社会性を培い、自主性を身に
つけ、生きる力の育成につなげていくことを目標に実施。

不登校児童生徒支援事業

図 教育支援センター・学習相談室の配置図

令和5年度から教育支援センターとして運用。

不登校児童生徒への支援１



36 63 113 173 215
300

13
21

20

72
67

113

83
98

164

182

257

360

0
9

37

53

66

102

9

33

32

71

155

225

141

224

366

551

760

1,100

0

200

400

600

800

1000

1200

H28 H29 H30 H31 R2 R3

3

② 教育支援センターの利用者数推移

• 教育支援センターの利用者数は，平成26年度71人から令和４年度137人と，不登校児童生
徒数の増加に伴い利用者数も約２倍に増加している。
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教育支援センター利用者数推移（旧適応指導教室・学習相談室）

大津ケ丘

増尾台

豊四季台

きぼうの園

③ スクールソーシャルワーカーの活動実績（相談件数の推移）

• 相談件数は，約８倍に増加しており，スクールソーシャルワーカー（SSW）はそれに伴い13人増
加している。SSW１人当たりの相談件数は，47件から69件と年間約20件増加している。

３人 ４人 ６人 １１人 １３人 １６人
スクール
ソーシャル
ワーカー
配置人数

（人）

（回）

不
登
校

④ その他の対応策例

• 不登校支援に対する対応方法は，柏市で実施している対応策も含めて，以下の内容が考えられる。

校内支援
・別室登校
・教室以外の居場所の確保

校外支援

・学びの多様化学校（不登校特例校 ※1）
・教育支援教室
・民間フリースクール
・ＩＣＴを活用した学習支援

８年間で

約２倍

いじめ，暴力行為，友人等との関係

不登校

家庭環境（児童虐待，貧困等）

発達障害

心身の問題等

※1 学びの多様化学校について

• 不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成して教育を実施する必要があると認められ
る場合，特定の学校において教育課程の基準によらずに特別の教育課程を編成して教育を実施する
ことができる学校のこと。

• これまでは「不登校特例校」と呼んでいたが，令和５年３月にとりまとめた「誰一人取り残されな
い学びの保障に向けた不登校対策」（COCOLO プラン）を踏まえ，「学びの多様化学校」と名称変
更された（令和５年８月）。

• 令和５年４月現在，全国に24校（うち，公立14校，私立10校）が設置されている。千葉県は未設置。

• 学びの多様化学校では，独自の教科（※2）を設置したり，一人一人の状況に応じた個別指導計画
などを作成するなど，それぞれの学校で独自カリキュラムで運用している。

※2 独自の教科例

コミュニケー
ションタイム

道徳及び特別活動の時間を統合したもので，話
し合い，共に協力しあいながら，自分達のやり
たいことを実現していく方法等を学ばせる

コラボレイト 国語，社会及び総合的な学習の時間を融合した
授業を実施する。寮を持つ学校であり，学習及
び生活指導を一貫して行う。

表現科 体験活動等で考えたこと等を，各教科で身に付
けた力を活用し生徒の得意とする手法で独創的
に表現する

出典：文科省HP

出典：柏市資料

出典：柏市資料
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中学校学級数（特支分） 小学校学級数（特支分） 児童生徒数（特支分)

生徒数（中学校：特支分） 児童数（小学校：特支分）（人）

4

２ 特別支援教育

• 柏市には，知的障害特別支援学級と自閉症･情緒障害特別支援学級，難聴特別支援学級
（柏第三小学校のみ）があり，それぞれ小学校，中学校に設置されている。

• 学びの環境として，少人数の学級で一人一人の課題に応じた指導を日常的に行う
「特別支援学級」と，通常の学級に在籍する児童生徒にその子の課題に応じた指導を行う
「通級指導教室」がある。

• 全国的に通級による指導を受けている児童生徒数も増加傾向にある。

• 柏市の特別支援学級在籍児童生徒数は，平成21年度が350人に対し，令和５年度が
1,159人と14年間で約3.3倍増加している。

出典：柏市教育委員会資料

（学級数）

14年間で約3.3倍増加
（809人増）

238人

112人

350人

図 特別支援学級の児童生徒数・学級数の推移

現在

1，159人

839人

320人

将来予測は難しいが，
今後もニーズは
増加することが
予想できる

（１）特別支援学級

出典：柏市教育委員会資料

（各年度５月１日現在）
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情緒障がい学級児童生徒数 知的障がい学級児童生徒数(人)

7年間で

約2.7倍増加

7年間で約

1.3倍増加

図 特別支援学級の児童生徒数の内訳（知的障害学級・情緒障害学級）の推移

• 知的障害特別支援学級在籍児童生徒数は，平成28年が384人に対し，令和５年度が512人と，
７年間で約1.3倍増加している。

• 自閉症･情緒障害特別支援学級の児童生徒数は，平成28年240人に対し，令和５年度が
644人と７年間で約2.7倍増加している。

■特別支援学級の内訳（知的障害学級，情緒障害学級）

出典：柏市教育委員会資料（各年度５月１日現在）

内

訳

種別 設置校（Ｒ５年度）

知的障害特別支援学級 富勢東小を除く小・中学校

自閉症・情緒障害特別支援学級 手賀東小を除く小学校，柏第五中，土中，南部中を除く中学校

図 全国の通級による指導を受けている児童生徒数の推移

出典：文部科学省HP

※情緒学級の児童生徒数の増加が著しい

情緒障害学級児童生徒数 知的障害学級児童生徒数
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③ 教育支援員数の推移

図 通級指導教室数と児童生徒数の推移

出典：柏市教育委員会資料

• 柏市の教育支援員数は，主に特別支援学級に在籍する児童生徒の生活や学習の支援を
行う。令和５年度では164人となっている。

出典：柏市教育委員会資料

• 通級指導教室数に通う児童生徒数は，増加傾向である。

• 年度途中からの通級者も多い。

• 設置校以外の学校からも通級することができる。
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② 通級指導教室の利用状況
（２） 通級指導教室

設置校

柏五小 柏八小 中原小

名戸ケ谷小 豊小 柏三小

柏一小 柏二小 柏四小

柏六小 柏七小 高田小

旭東小 旭小

光ケ丘小 土小 土南部小

酒井根小 酒井根西小 酒井根東小

増尾西小

藤心小 高柳小 高柳西小

逆井小

富勢小 富勢東小 松葉一小

松葉二小 富勢西小

風早南部小 風早北部小 手賀西小

手賀東小 大津ケ丘二小 大津ケ丘一小

田中小 田中北小 西原小

花野井小 十余二小 柏の葉小

大津ケ丘一小

柏の葉小

担当校

柏三小

旭小

増尾西小

逆井小

富勢西小

柏三小

柏五小

名戸ケ谷小

柏八小
豊小

光ケ丘小

旭小

柏二小 旭東小

柏一小柏六小

高田小 柏四小

柏七小

富勢東小

富勢小

富勢西小

松葉二小

松葉一小

花野井小

田中小

田中北小

十余二小

西原小 柏の葉小

酒井根西小
酒井根小

酒井根東小 増尾西小

土小

中原小

土南部小
高柳小

高柳西小

逆井小

藤心小

風早南部小

大津ケ丘二小

大津ケ丘一小

風早北部小
手賀西小

手賀東小

【ことばの教室の設置校および在籍校（R5年度）】

出典：柏市教育委員会資料

出典：柏市教育委員会資料

• 通級指導教室では，通常の学級に在籍する児童生徒に，その子の課題に応じた指導を週１
時間程度実施している。

① 実施状況

図 教育支援員数の推移

設置教室 対象と指導内容 設置校（R5年度）

きこえの教室
（小学生対象）

難聴のある児童を対象とし，きこえにくさから生じる困難
を軽減し，学校生活における学習や諸活動に参加していく
ことを目指した指導・支援を行う。（週１時間程度）

柏第三小

ことばの教室
（小学生対象）

発音が明瞭でなかったり，話し言葉を繰り返したり，伸ば
したりするなど，ことばによるコミュニケーションが苦手
という児童に対し，週１時間程度，改善を目指した指導・
支援を行う。

柏第三小，旭小，増
尾西小，逆井小，富
勢西小，大津ケ丘第
一小，柏の葉小

情緒の教室

通常の学級の学習におおむね参加することができ，一部分
特別な指導を必要とする児童生徒に対し，気持ちのコント
ロールのしづらさから生じる困難を解決し，在籍学級での
学習や活動に参加していくことを目指した支援を行う。
（週１～２時間程度）

中原小，十余二小，
土中

在籍校

220 221 214 211

300
279 271

290

9 9

13 13 13
14

19 19

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

児童生徒数 教室数（人） （教室数）

（各年度５月１日現在）

※この他，特別支援学校における通級

による指導（視覚障害，聴覚障害，

肢体不自由）がある。
（各年度末 ※令和５年度は９月１日現在）

２ 特別支援教育



（１）教職員定数について

● 小学校

● 中学校
585 593 596 595 602 602 594 611 597 626 640 645 647

307 314 319 318 323 323 326 332 339 339 348 358 358

0

200

400

600
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0
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800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

県費負担教職員数 学級数（人） （学級数）
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117211921208
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0
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1400
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

県費負担教職員数 学級数（人） （学級数）

6

教職員について３

• 令和５年度は40歳未満の教員が全体の６割を占めている状況になっている。このような状況から，
教育技術の伝達が難しく，人材育成が課題となっている。また，短い経験年数で責任のある立場
を任される教員が増えており，負担感も増大している。

出典：柏市資料「教職員数・年齢等調査」

① 教職員数

表 教職員の年齢構成（教諭のみ）

② 教職員の年齢構成

【小学校】 【中学校】

出典：柏市資料「教職員数・年齢等調査」

• 柏市の教職員数は，令和５年度で小学校が1,208人，中学校が647人となっている。

• 学級数の増加傾向に伴い教職員数は増加しているが，前年と比べ減少する年があったり，現状
維持する年があったりする。

柏の葉小
開校

小学校42校

柏の葉中
開校

中学校21校中学校20校41校

＊充て指導主事，長期研修。大学院，在外，配偶者同行，在籍専従，講師を除く。

人数
割合
（％）

人数
割合
（％）

20～24歳 57 4.1 100 6.4

25～29歳 267 19.1 270 17.3

30～34歳 215 15.3 341 21.9

35～39歳 84 6.0 298 19.1

40～44歳 50 3.6 188 12.1

45～49歳 101 7.2 72 4.6

50～54歳 219 15.6 48 3.1

55～60歳 322 23.0 93 6.0

61歳～ 86 6.1 150 9.6

合計 1,401 1,560

区分
H25年度 R5年度

20代

23.1%

30代

21.3%40代

10.8%

50代

38.6%

60代以上

6.1%

20代

23.7%

30代

41.0%

40代

16.7%

50代

9.0%

60代以上

9.6%

H25年度

R5年度

40代未満

44.4％

40代未満

64.7％

（２）教職員の現状

• 公立小中学校の教職員は，標準学級数に応じた算定基準により県より配置される。柏市は，
「千葉県公立小中義務教育学校学級編成基準」に基づき運用している。

出典：柏市資料

※副校長の配置及び教頭の複数配置については，地域・学校の実情を勘案の上，配置する。

※養護教諭は，小学校児童851人以上，中学校生徒801人以上で複数配置する。

※学校の実情を勘案の上，加配教員を配置する。

※学校の状況により，栄養教諭や学校栄養職員等を配置する。

学級数 校長
副校長
教頭

教諭
養護教諭 事務職員

学級担任 増置

6 1 1 6 1 1 1

12 1 1 12 2 1 1

18 1 1 18 2 1 1

24 1 1 24 3 1 1

28 1 1 28 3 1 2

30 1 1 30 3 1 2

31 1 1 31 4 1 2

36 1 1 36 4 1 2

40 1 1 40 5 1 2

42 1 1 42 5 1 2

学級数 校長
副校長
教頭

教諭
養護教諭 事務職員

学級担任 増置 生徒指導

3 1 1 3 4 0 1 1

5 1 1 5 5 0 1 1

6 1 1 6 5 0 1 1

9 1 1 9 6 0 1 1

10 1 1 10 6 1 1 1

12 1 1 12 6 1 1 1

15 1 1 15 6 1 1 1

16 1 1 16 7 1 1 1

18 1 1 18 8 1 1 1

19 1 1 19 9 1 1 1

21 1 1 21 9 1 1 1

22 1 1 22 10 1 1 2

24 1 1 24 11 1 1 2

27 1 1 28 11 1 1 2

28 1 1 28 12 1 1 2

29 1 1 29 13 1 1 2

30 1 1 30 14 1 1 2

(人) (人)県費負担教職員数 県費負担教職員数県費負担教職員数 学級数 学級数(学級数) (学級数)
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③ 教員1人当たりの平均担当授業時数（週）

• 標準授業時数は，学年によって異なる。小規模校では，配置教員が少なくなることもあり，
１人当たりの授業時数が多くなる傾向がある。

小学校

１２学級 １８学級 全国

平均

２４.６コマ
２４.１コマ

２４.５コマ

※1：332コマ/週÷13.5人（教員定数）＝24.6コマ

※2：498コマ/週÷20.6人（教員定数）＝24.1コマ

※3：平成28年度学校教員統計調査

中学校

６学級 ９学級 全国

平均

１８.３コマ
１８.０コマ

１８.２コマ

※4：174コマ/週÷9.5人（教員定数）＝18.3コマ

※5：261コマ/週÷14.5人（教員定数）＝18.0コマ

※6：平成28年度学校教員統計調査

参考：学校規模による業務量の比較（出典「交野市学校規模適正化基本計画」より）

• 小規模校（例：長宝寺小学校）と適正規模校（比較的児童生徒数が多い学校例：倉治小学
校，中間的な児童生徒数の学校例：旭小学校）を比較すると，平成30 年度の児童数は約
4.3 倍（倉治小学校）と約2.2 倍（旭小学校）であるのに対して，教職員の人数は約2.6
倍（倉治小学校）と約1.5 倍（旭小学校）となっています。

• 教員の主な業務としては，右表（教員の主な業務①②）のような項目が上げられます。業
務の項目は，「ア．担任教員が主に対応する業務」と「イ．複数の教員で対応できる業
務」に分類することができます。

• 「①担任教員が主に対応する業務」は主に各教員が担任学級の生徒に対する業務であり，
各教員の業務量（範囲）は変わらないが，「②複数の教員で対応できる業務」については，
教員で分担する業務であり小規模校ほど業務量が多くなることとなります。

かたの

教職員について３



5.1%

16.0%

40.1%

38.8%

6.1%

22.2%

32.4%

36.6%

2.8%

8

• 新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方
改革に関する総合的な方策について（答申）」中央教育審議会H31.1.25では，授業以外に全国
の学校で共通して行われている業務の多くは表の①～⑭のいずれかに分類され，このほかにも
各学校や地域の置かれた状況，各学校の教育目標・教育課程に応じて，様々な業務が発生する
ことが考えられると示している。

• これらの業務については，服務監督権者である教育委員会や設置者において，①～⑭の各業務
についての整理を踏まえた上で，教師が専門性を発揮できるか，児童生徒の生命・安全に関わ
るかといった観点から，中心となる担い手を学校・教師以外に積極的に移していくとともに，
そもそもの必要性が低下し，慣習的に行われている業務は，業務の優先順位をつける中で思い
切って廃止していくことが求められるとしている。

④ 教職員の勤務について

対象年月 対象月
４５時間超の割合（％）＊管理職を除く

小学校教員等＊ 中学校教員等＊

令和４年度 ６月 59.0 60.1

令和５年度 ６月 56.9 54.9

前年比 -2.1 -5.2

表 在校等時間４５時間超の割合（令和５年度と令和４年度の同月比較（６月））

対象
４５時間超の割合（％）＊管理職を除く

小学校教員等＊ 中学校教員等＊

国平均 64.5 77.1

県平均 51.4 79.5

市平均 48.1 67.1

表 在校等時間４５時間超の割合＜令和４年１１月分調査＞（国・県・市の比較）

出典：文部科学省「教員勤務実態調査」

（令和４年１１月分調査）

出典：柏市資料

• 教職員の月45時間を超える時間外労働割合は，令和５年度において小学校教員の56.9％，
中学校教員の54.9％となっており，前年度より減少しているものの５割以上が月45時間を
超えている。

• 一方で，柏市の45時間を超える時間外労働の割合は，国，県に比べ，小学校教員及び
中学校教員ともに低い。

授業の準備 児童生徒への

個別支援

要配慮児童へ

の支援

自己研さん

取れている

どちらかというと取れている

• 令和４年度働き方に関する調査によると，６割以上の教職員が授業の準備，自己研さんについて
勤務時間内に時間が取れていないとなっている。

１）教職員の超過勤務について

２）教職員の子どもに向き合う時間について

３）教職員の働き方について

表 授業以外に全国の学校で共通して行われている業務

出典：中央教育審議会「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校に
おける働き方改革に関する総合的な方策について（答申」（平成31年1月25日）

14.3%

41.5%
27.6%

13.8%
2.8% 6.9%

35.1%

31.5%

22.0%

4.5%

69.0％

78.9％

⚫教職員の若年化に伴い，教育技術の伝達が難しく人材育成が課題となっている。

⚫小規模校になると配置教員数も少なくなるため，授業時数も増加するなど
校務負担以外にも教員の負担増加につながる。

⚫働き方をみると，超過勤務の実態，授業準備等に時間がとれていないなどの
状況が確認されており，施設の維持管理等，教師から切り離せる業務の
アウトソーシング等を本格的に検討する必要がある。どちらかというと取れていない

取れていない

担当していない

出典：柏市教育委員会資料

教職員について３



● 小学校区と中学校区の不整合

9

学区の不整合4

図 学区の不整合

• 複数の中学校区をまたがる小学校区は，豊小，柏第八小，中原小，増尾西小，土南部小，逆井小となっている。

複数の中学校区をまたがる小学校区

柏三小

柏五小

名戸ケ谷小

柏八小

豊小

光ケ丘小

旭小

柏二小 旭東小

柏一小

柏六小

柏七小

酒井根西小

酒井根小

酒井根東小 増尾西小

土小中原小

土南部小

高柳西小

逆井小

高柳小

柏第三中

柏中

豊四季中

柏第二中

柏第四中

中原中

土中

光ケ丘中

酒井根中

南部中

逆井中

高柳中

藤心小

⚫中央地域，南部地域は，小学校区
と中学校区が不整合となっている
箇所があり，小学校６校で分散
進学となっている。

中学校区

逆井中

南部中

土中

逆井中

中原中

光ヶ丘中

逆井中

南部中

柏第四中

中原中

豊四季中

中原中



● 土南部小学校の例
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71.1％が
南部中に進学
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2.6％が柏市立の中学校以外に進学
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逆井中
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0.9％が他の柏市立の中学校に進学

酒井根西小
酒井根小

酒井根東小

増尾西小

土小

土南部小 高柳小

土中

酒井根中

南部中

藤心小

逆井中

土南部小学校

1，004人

分散進学状況

25.4％が
逆井中に進学

71％

学区の不整合4



● 中原小学校の例
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20

56.3％が
中原中に進学

27.1％が
光ケ丘中に進学

20年前

2003

571人

-25%

16.6％が
柏市立以外に進学

11

名戸ケ谷小

柏八小
豊小

光ケ丘小

中原小

柏第四中

中原中

光ケ丘中

1984 2003 2023 2043

分散進学状況中原小学校

56％

学区の不整合4


